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泌尿器科に通院中の患者さんまたはご家族の方へ（臨床研究に関する情報）

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、患者さんの診療情報を用

いて行います。このような研究は、厚生労働省・文部科学省の「人を対象とする医学系研

究に関する倫理指針」 （平成26年文部科学省。厚生労働省告示第3号）の規定により、研

究内容の情報を公開することが必要とされております。この研究に関するお問い合わせな

どがありましたら、以下の問い合わせ先へご照会ください。

研究課題名］ 日本の臨床現場における転移性腎細胞がん患者を対象としたVEGFR-Tm

治療後のアキシチニブの安全性と有効性に関する多施設共同後方視的観察研究

研究機関名・長の氏名］ 北海道大学病院 寳金清博
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厩究の目的］転移性腎細胞がん患者さんのうち､一次治療または二次治療にVEGFR-TKI

（分子標的薬：スニチニブ、ソラフェニブ、パゾパニブ）による治療歴の

ある患者さんにおけるアキシチニブ投与の治療成績を明らかにすることを

目的としています。

厭究の方法］

○対象となる患者さん

転移性腎細胞がんの患者さんのうち、一次治療または二次治療にVEGFR･TKI (分子

標的薬：スニチニブ、ソラフェニブ、パゾパニブ）の治療歴のある患者さんで、アキ

シチニブの投与がある患者さんを対象とします

○利用するカルテ情報

・登録情報：生年月日、性別、

・腎細胞がんの診断時情報：診断日、発見動機、診断時身長・体重、合併症、腫瘍径、

TNM分類

・原発巣手術情報：実施有無と実施時期、切除組織の組織型、サルコマトイドの有無

・初回転移情報：転移確認日、転移部位、PS，採血データ（赤血球、白血球数及び白

血球分画、血小板、LDH、アルブミン、尿素窒素、クレアチニン値、

カルシウム、CRP)、MSKCCリスク分類、皿DCリスク分類

・インターフェロン・インターロイキンの治療：実施有無、投与開始日、投与中止日

・一次VEGFR-T瓦治療：薬物治療の内容、治療開始日、転移部位、PS、採血デー

タ（ヘモグロビン、白血球数及び白血球分画、血小板、LDH、アル

ブミン、尿素窒素、クレアチニン値、カルシウム、CRP)、MSKCC

リスク分類､皿矼)Cリスク分類､抗腫瘍効果(CR､PR､SD､PD)、

投与中止日、投与中止理由、副作用中止理由

・二次VEGFR-TKI治療（アキシチニブ以外のVEGFR-Tmを投与した場合のみ) :

薬物治療の内容、治療開始日、転移部位、PS、採血データ（ヘモ

グロビン、白血球数及び白血球分画、血小板、LDH、アルブミン、

尿素窒素、クレアチニン値、カルシウム、CRP)、MSKCCリスク

分類、 IMDCリスク分類、抗腫瘍効果(CR、PR、SD、PD)、投
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与中止日、投与中止理由、副作用中止理由

・アキシチニブ治療：投与開始日、転移部位、PS、採血データ（ヘモグロビン、白血

球数及び白血球分画、血小板、LDH、アルブミン、尿素窒素、ク

レアチニン値、カルシウム、CRP)、MSKCCリスク分類、皿DC

リスク分類、抗腫瘍効果(CR、PR、SD、PD)、投与中止日、投

与中止理由、副作用の詳細、Grade3以上の副作用の有無

・アキシチニブ以降の治療：治療薬、治療開始日、治療終了日、抗腫瘍効果(CR、

PR、SD、PD)、投与中止理由

・転移巣切除術：実施日、臓器名

・転帰情報

研究実施期間］

実施許可日～2023年3月31日

この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりた

い場合は､他の患者さんの個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせするこ

とができます。

研究に利用する患者さんの情報に関しては、お名前、住所など、患者さん個人を特定

できる情報は削除して管理いたします。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されま

すが、その際も患者さんを特定できる情報は削除して利用いたします。

＊上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。

腫絡先・相談窓口］

北海道帯広市北6条南8丁目

帯広厚生病院泌尿器科 担当医師佐澤陽

電話0155･24･4161 FAX0155･25･7891




